
 

日本船舶海洋工学会関西支部 

関西海事研究会（略称 Kシニア） 
 

「２０１4年度教育支援グループ活動報告」 
 

・グループ活動の概要 
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グループ活動の概要 

• 幼稚園児・小・中・高校生を対象として、科学実験の授業
や船と海に関する話をするボランティア活動グループです。 

• 学校内での特別講座として、また、校外での自主学習の
特別講座として科学実験の指導や船と海に関する講義を
します。 

• 2006年10月に当グループ会員7名で結成し、その後3名
が加わり、幼稚園児、小・中・高校生および高齢者を対象
に各種の講座を行って来ました。 

• 2015年3月現在のメンバーは下記の10名です。 

  （間野、中山、豊田、河合、瀬川、山中（直）、定兼 、 

   山中（幸）、野澤、岡田#） #印は本年度幹事。 



2014年度講座・活動実績報告 3 

201４年度の教育支援グループの講座・活動実績 

        
（１）  2014. ４～  Kシニアﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや総会における 
                                           活動報告 
（２）  2015. 2.19, 26   
           大阪市内小学校、2校での理科特別授業 
                               各小学校の５年生、３クラス 
            ・・・（定兼講師による特別授業 
                「船もふりこ？」）        
（３） 2014. 4 ～  神戸市内幼稚園・保育所・障害者施設等 
          における教育支援活動 
                          ・・・（中山講師による「昔遊び」等を 
               通しての教育支援活動） 
（４）201４.12.    日本海事広報協会誌「ラメール」 
           (2015,1-2号)に本グループの紹介記事掲載 
（５）２０１4.12  「大船渡市津波伝承館」への第18共徳丸の  
           1/80紙製模型船の寄贈による教育啓蒙活動 
           ・・・（間野講師） 
 

 



 「船も ふりこ ？」 
  

   授業風景 

 

 大阪市内小学校 

   （城東区） 
   5年生3クラス 

平成27年2月19日 

ペットボトル船の動揺実験   

「特別講師による理科特別授業」（大阪市教育委員会実施事業) 
「船も ふりこ ？」 講師 定兼廣行 （Kシニア教育支援グループ）     

粘土の塊を浮かべる工夫－荷物も積めた！   



 「船も ふりこ ？」 
  

  授業風景 

 

 大阪市内小学校 

   （平野区） 
   5年生3クラス 

平成27年2月26日 

ペットボトル船の動揺実験   

「特別講師による理科特別授業」（大阪市教育委員会実施事業) 
「船も ふりこ ？」 講師 定兼廣行 （Kシニア教育支援グループ）     

粘土の塊を浮かべる工夫－荷物も積めた！   



理科特別授業資料（H27-2-19, 26） 
   講師 定兼廣行（Kシニア）   
 大阪市内小学校2校 各5年生3クラス            



講座実績一覧 7 



講座実績一覧 8 

 先の東日本大震災による津波で陸地深く運ばれて、2013

年秋に解体された第18共徳丸（Lpp=49.9m)の1/80の紙製
模型を大船渡市の津波伝承館に2014年末寄贈しました。 

大船渡市津波伝承館への第18共徳丸の1/80紙製模型船の寄贈 
による教育啓蒙活動 講師 間野正己 （Kシニア教育支援グループ）     

   
第18共徳丸（Lpp=49.9m)の1/80紙製模型 
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今後の予定と課題 

（１）  2015. ４～  Kシニアﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや総会における 
                                           活動報告 
（２）  2016. 2～  大阪市内小学校での理科特別授業 
            ・・・（定兼講師による特別授業 
                「船もふりこ？」） 
（３） 2015. 4 ～  神戸市内幼稚園・保育所・障害者施設等 
          における教育啓蒙活動 
                          ・・・（中山講師による「昔遊び」等を 
               通しての教育支援活動） 
 
（４） 2015. 4 ～ その他、会員個人の自主活動等 
 
・今後の課題 
  １．活動範囲や会員の拡充・拡大 

  ２．学会や他のグループとの連携や協働     


